
 

【調査結果（公式見解）・再】 

 

 修猷館高校ならびに同窓会歴史伝統伝承委員会において、館歌２番「ゲンカイ」の表記を「玄

界」に統一する経緯について、下記の内容を確認しました。 

 

 同窓会員より現役生に対して応援歌を紹介・指導する「応援歌伝承会」が昭和５３年より始ま

りました。あわせて、指導において現役生に配付される「修猷歌集」が編集・発行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 この歌集では、「玄界」と表記されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また最終ページの「後記」では、「楽譜、歌詞の検討、校正については本館教諭花田嘉博・佐

藤忠邦両氏の積極的なご協力を得たことをご報告する。」との記載があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これをもって、「玄界」に統一されたものと解釈しております。この経緯につきましては議事

録等が残されておらず、詳細をお答えすることはできませんが、当時を知る元教諭（この検討に

は直接参加しておられません）のお話では、「玄界」なのか「玄海」なのか、「そもそも統一す

る必要はあるのか」といったことも話し合われていたようだとのことです。 

 

 昭和５３年より始まったＯＢの方々による応援歌伝承会、入学直後の応援歌指導において、こ

の「歌集」をもとに館歌にある「ゲンカイ」を「玄界」として継承してきております。すでに、



その数は卒業生約２０，０００人（昭和５４年卒以降）になります。 

 

 また、７年後の昭和６０年に発行されました「修猷館二百年史」を本館では正史として扱って

おり、その中でも発行当時の館歌の歌詞としては「玄界」と表記されております（６７８ページ）。 

 

 以上の内容を踏まえ、館歌２番の歌詞「ゲンカイ」は「玄界」であると考えております。 

 

 なお、今回のご指摘を受け再調査する過程で、新たな資料が見つかりました。本校図書館にお

いて、「學友會雑誌 第六巻」（注）の「同窓会雑誌 第５９号 創立４０周年記念・卒業生３

千人記案念号」の巻頭言の前ページに、付録として「中学修猷館々歌」が収められていました。 

 

 （注）修猷館同窓会雑誌部より年２回定期  発行されていた「同窓会雑誌」の第５１号〔大 

   正１０年７月１５日発行〕～６０号〔大正１４年１１月３０日〕までの合本として作成 

   されたもの。当時の「同窓会」とは、現役生徒と卒業生が一体化した呼称であったと考 

   えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 この時点では「玄海」と表記してあります。 

 また、「修猷館二百年史」１９４ページに記載のある「館歌制定時の歌詞」（発行当時は当時

を知る先輩方からの伝聞により作成）で示されていた、現行歌詞との３ヶ所の違い（注）も正確

であったことが明らかとなりました。この件に関しましては、昭和１７年卒伊藤康彦先輩に確認

したところ、先輩がご入学された時には既に現行の館歌であったとのことでしたので、昭和１０

年前後までの間に変更されたものと推測されます。残念ながら、その経緯を示す資料などは見つ

かっておりません。（注） 

 

（注） 二番 「荒き波穂と湧きたちて」 

    三番 「質朴の風を甘なひつ」 

    三番 「吾等の使命を果さなん」 

 

 

「修猷歌集」「修猷館二百年史」発行以降、「玄界」の表記が徹底されないまま、「玄界」と

「玄海」が混在しておりました。学校では２００１年（平成１３年）頃、当時の管理職・学校関

係者ならびに「修猷館二百年史」編集委員の方々と「修猷館二百年史」を正史とすることを確認

し、「学校要紀」は平成１３年度から、「卒業アルバム」は平成１４年卒から「玄界」と修正し

ております。 

それ以降も、他の発行物において「玄海」と表記されることがあり、これまでに見過ごしてき

た経緯はありますが、今後このようなことがないよう、さらに注意してまいりたいと考えており

ます。 

 


